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郷土博物館

特 別 展

あしもとの文化財でたどる

室町・戦国時代
荒川下流地域の 結衆板碑

10/25～12/13 郷土博物館では、足立区の古代から中 世に関する
歴史資料の発掘、分析。公開を進めています。しか
し近世と異なり、古代・中世史資料は区内に少な< 、
歴史像を結びに<< していました。その中で、最も
身近に中 世にふれることができるのが「あしもとの
文化財j である板碑です。今回の特別展では、室町
・戦国時代に造立された板碑を中心に、足立と周辺

地域の中世に スポットをあてました。

板

碑

と

は

板
碑
は
秩
父
産
の
緑
泥
片
岩
を
素
材

と
し
て
作
ら
れ
た
供
養
の
た
め
の
卒
塔

婆
で
す
。
鎌
倉
時
代
(
1
3世
紀
)
か
ら

戦
国
時
代
(
1
6世
紀
)
ま
で
の
約
4
0
0年

間
に
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
地
方
に

多
く
分
布
し
、
足
立
区
に
も
多
く
現
存

し
て
い
ま
す
。

板
碑
の
移
り
変
わ
り

当
初
は
、
武
士
階
層
が
死
者
の
供
養

(
追
善
)
や
自
分
の
死
後
の
冥
福
を
願

う
た
め
(
逆
修
)
に
造
立
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
室
町
中
期
(
1
5世
紀
)

を
迎
え
る
と
、
月
待
、
庚
申
待
、
夜
念

仏
な
ど
民
間
信
仰
行
事
と
結
び
付
き
、

民
間
の
人
々
が
共
同
で
た
て
る
結
衆
板

碑
が
出
現
し
ま
し
た
。

足
立
区
を
含
め
た
荒
川
下
流
地
域
に

古
い
資
料
が
集
中
し
て
い
る
結
衆
板
碑

は
、
中
世
の
人
々
の
様
了
が
う
か
が
え

る
資
料
で
す
。

主
な
展
示
資
料

▽
阿
弥
陀
三
尊
図
像
板
碑
(
嘉
禄
3
年

埼
玉
県
江
南
町
教
育
委
員
会
蔵

日
本

最
古
の
板
碑
)

▽
主
尊
不
詳
板
碑
〔
複
製
〕
(
元
弘
3

年

原
品
・・
東
村
山
市

徳
蔵
寺
蔵

国
指
定
重
要
文
化
財
)

▽
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
(
嘉
吉
元
年

埼
玉
県
富
士
見
市
立
考
古
館
蔵

最
古

の
月
待
板
碑
)

特
別
展
関
連
行
事

・
特
別
展
記
念
講
演
会
「
東
国
の
民
間

信
仰
と
板
碑
」

日
時
=
H
月
8
日
面
、
午
後
2
時
～
4

時

講
師
=
諸
岡
勝
氏
(
埼
玉
県
立

歴
史
資
料
館
歴
史
資
料
室
長
)

定
員
=
1
2
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

・
新
発
見
板
碑
発
表
展

郷
土
博
物
饂
と
区
民
の
共
同
事
業

「
板
碑
を
調
べ
る
会
」
の
成
果
発
表
展

示

日
程
=
1
0月
3
1日
・
H
月
1
日
　

-
い
ず
れ
も
I

場
・
申
・
問
先
9
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

文珠一尊種子板碑(長享2 年
練馬区郷土資料室蔵・庚申待供
養)

月天子坐像(室町末期・浦和市
玉蔵院)

阿弥陀一尊図 像板 碑
( 明応7 年・相川考
古館蔵《群馬県》・夜
念仏 供養・以前足立
区伊 興 に 在った も
の)

郷 土 博 物 館
利 用 案 内

所在地一大谷田5- 20- 1
　3620―9393
開館時間一午前9時～午後
5時( 入館は4時30分まで)
※ 休館日は毎週月曜日。11
月23日( 祝) は開館し、翌
日休館入館料一大人鵬
円、小中学生圜円( 20人以
上の団体は半額) ※ 毎月
第2土曜日およびn月3日
( 文化の日) は無料公開日。
10月～12月は生涯学習推進
期間のため70歳以上の方は
無料

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
谷
中

お
年
寄
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
支
援
を
す
る
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
谷
中

に
オ
ー
プ
ン
。
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
区
内
朷
の
学
校
の

余
裕
教
室
利
用
施
設
で
す
。

対
象
=

お
お
む
ね
6
5歳
以
上
の
痴
呆
症
状
の
あ

る
方

内
容
a
週
2
回
程
度
の
健
康
増

進
の
た
め
の
趣
味
・
生
き
が
い
活
動
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
。
自
宅
近
く
ま

で
送
迎

所
在
地
=
谷
中
3
1
1
4
1
1
　
(

区
立
谷
中
中
学
校
の
I
階
余
裕
教
室

部
分
)

問
先
=
在
宅
福
祉
課
施
設
運

営
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
1
月
号

投
稿
募
集

「
我
が
家
の
正
月
」

皆
さ
ん
は
お
正
月
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
ま
す
か
。
お
せ
ち
料
理
、
初

も
う
で
、
旅
行
…
、
正
月
に
関
す
る
投

稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
選
考
の
う
え

掲
載
し
ま
す
。
掲
載
の
方
に
は
粗
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
=
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

し
損
字
程
度
に
ま
と
め
て
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で

期
限
=
H
月
1
5日

申

・
問
先
=
広
報
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町―
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

m
m
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I
r
'

郷 土 博 物 館 の 催 し

・

映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映

画
を
上
映
し
ま
す
。
日
時
=
1
1
1
1
月

1
4
日
出
、
午
前
1
1
時
内
容
=
(
木

と
土
の
王
s～
青
森
県
三
内
丸
山
遺

跡
9
4
上

命

分
)
・・・
発
掘
現
場
や
遺

物
の
紹
介
と
集
落
の
解
説
/
(

埼
玉

県
の
板
石
塔
婆
燉
1
2
分
)
・・・
埼
玉
県

内
の
板
石
塔
婆
か
ら
、
鎌
倉
～

戦
国

の
武
蔵
武
士
の
歴
史
を
し
の
ぶ

亜
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
(
1
1
月
7

日
～
1
5
日
)

の
催
し

都
内
文
化
財
の
一
斉
公
開
と

、
文

化
財
関
連
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
す

。

▽
伊
興
遺
跡
公
園
の
解
説
・
:
日
時
9
H

月
7
日
丗
・
8
日
㈲
・
1
4
日
出

、

午
前
9
時
1
午
後
4
時
3
0分

▽
白
旗
筱
史
跡
公
園
の
公
開
(
塚
に

入
場
で
き
ま
す
)
日
時
=
H
月
7

日
～
1
5
日
、午
前
9
時
～
午
後
4
時

斑
都
内
の
公
開
文
化
財
や
催
し
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

・
郷
土
芸
能
鑑
賞
会

日
時
=
H
月
3
日
(
無
料
公
開
日
)
、

正
午
・
午
後
1
時
・
2
時

内
容
=

蒭
西
ば
や
し
佐
野
保
存
会
・
五
反
野

祭
囃
子
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
祭

り
ば
や
し
の
演
奏
(
地
域
で
練
習
に

励
ん
で
い
る
小
・
中
学
生
が
演
奏
)
　

―
い
ず
れ
も
I

費
用
=
無
料

場
・
問
先
=
郷
土
博

物
館

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
保
育
園
児
募
集

4
・
5
面
▽
応
援
し
ま
す
/
あ
な
た
の
生
涯
学
習
/
あ
だ
ち
植
物

歴
史
手
帳
/
国
保
協
定
旅
館

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/
旧
債
振
替
制
度

を
1
1月
1
日
か
ら
発
足
/
掲
示
板
/
ひ
ろ
ば

8
面
▽
「
v
▽
花
だ
よ
り
/
常
磐
新
線
荒
川
橋
り
よ
う
仮
設
工
事
始

ま
る
/
あ
だ
ち
カ
レ
ン
ダ
ー
1
1月

葦
立
ち

ス
ポ
ー
ツ
と
ま
つ
り
の
季
節

秋
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
お
祭
り
、

催
し
物
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
区
民

の
皆
様
も
い
ず
れ
か
に
お
出
掛
け

い
た
だ
い
た
で
し
ょ
う
か
。
私
も

全
て
の
会
場
を
回
っ
て
皆
様
と
一

緒
に
楽
し
み
た
い
の
で
す
が
、
な

か
な
か
思
う
に
ま
か
せ
ま
せ
ん
。

今
月
は
1
0日
に
、
第
四
中
学
校

で
行
わ
れ
た
心
身
障
害
譏
(
児
)

体
育
祭
と
、足
立
区
民
ま
つ
り
「A
-

フ
ェ
ス
タ
猖
」
そ
し
て
、
ま
ち

の
ぞ
ん
だ
陸
上
競
技
場
の
完
成
を

祝
っ
て
催
さ
れ
た
、「
舎
人
陸
上
競

技
場
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
」

な
ど
を
、
文
字
通
り
駆
け
足
で
巡

っ
て
き
ま
し
た
。

心
身
障
害
者
(
児
)
体
育
祭
は

今
年
で
2
5回
目
を
迎
え
た
永
い
歴

史
の
あ
る
体
育
祭
で
、
千
2
0
0人を

こ
え
る
人
た
ち
が
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、1
7年
目
を
迎
え
た
区
民

ま
つ
り
は
、
第
1
回
目
の
会
場
で

あ
っ
た
元
溯
江
公
園
と
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
、
隣

接
す
る
淵
江
高
校
の
協
力
を
得
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
1
0・
H
日
の
2

日
間
で
延
2
6万
8
千
人
ほ
ど
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た

い
へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

足
立
ブ
ラ
ン
ド
産
業
ま
つ
り

は
、
例
年
ど
お
り
北
千
庄
駅
西
口

広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
靴
や
鞄

な
ど
区
内
企
業
で
開
発
さ
れ
た
新

し
い
製
品
等
が
、
不
況
に
打
ち
勝

と
う
と
大
集
合
、大
盛
況
で
し
た
。

区
内
企
業
の
皆
様
の
、
さ
ら
な

る
頑
張
り
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

区
長

吉
田
万
三

世帯と人口 ( 10年10月1 日現在　外国人含む)　 世帯数: 271, 498 人口: 636, 274人( 男: 322, 178 人, 女: 314, 096人)
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保

健
福
祉
ガ
イ
ド

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月

入
所
待
機
者
募
集

体
が
や
や
弱
っ
た
こ
と
に
よ
り
不
安

が
あ
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢

者
夫
婦
の
方
が
、
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
の
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
で
す
。
食
事
の
提
供
や
入
浴

の
準
備
。
生
活
相
談
等
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
対
象
=
次
Q
y
べ
て
に
該
当
す

る
方
…
区
内
在
住
の
膺
6
0歳
以
上
の
方
/

自
炊
が
で
き
な
い
程
度
の
身
体
機
能

の
低
下
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
は
高
齢
な

ど
の
た
め
独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不

安
が
認
め
ら
れ
る
方
/
歩
行
。着
替
え
、

入
浴
、
ト
イ
レ
、
自
室
の
掃
除
等
が
自

分
で
で
き
る
方
/
使
用
料
の
負
担
能
力

が
今
金
″
/
保
証
人
を
た
て
ら
れ
る
方

募
集
靈
数
―
今
回
、
個
室
・
夫
婦
室

と
も
空
室
が
な
い
た
め
、
待
機
者
の
み

の
募
集

使
用
料
=
年
収
に
応
じ
て
月

額
約
3
万
円
～
仞一万
円

申
込
期
間
9
1
0

月
2
6日
～
H
月
6
日

申
込
1
申
込

用
紙
に
記
入
し
事
前
に
電
話
連
絡
の
う

え
、
本
人
が
直
接
ケ
ア
(
ウ
ス
六
月
に

提
出
(
前
回
と
変
更
し
た
た
め
、
ご
注

意
を
)
※
申
込
用
紙
は
各
福
祉
事
務

所
、区
民
事
務
所
、東
・
西
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
施
設
運
営
係
で
期
間
中
に
配

布
申
込
期
間
=
1
0
月
2
6
日
～
H
月
6

日

問
先
=
施
設
運
営
係

老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

医
療
費
通
知
書
を
郵
送

1
0月
末
に
通
知
書
(
医
療
費
の
お
知

ら
せ
)
を
郵
送
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆

さ
ん
の
健
康
と
医
療
費
負
担
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
。
今
回
は
、4
月
に
診
療
を

受
け
た
方
、
ま
た
は
6
月
に
柔
道
整

復
師
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
方
に
、
そ
の

月
の
医
療
費
の
全
額
(
1
0割
分
)
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
(
総
医
療
費
が
1
万
円

以
下
の
場
合
や
医
療
機
関
か
ら
の
請

求
が
遅
れ
た
場
合
は
、
郵
送
し
て
い
ま

せ
ん
)
。な
お
。こ
の
通
知
は
お
知
ら
せ

で
す
の
で
、
特
に
手
続
き
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
先
=
医
療
助
成

係

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

を
振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
8
月

分
か
ら
1
0月
分
を
届
け
出
さ
れ
た
預
金

口
座
に
1
1月
1
1日
ご
ろ
振
り
込
み
ま

す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

問
先
―
在
宅
福
祉
係
ま

た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

申
請
は
お
済
み
で
す
か

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
は
手
当
て
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

・
特
別
障
害
者
手
当

対
象
1
2
0歳
以
上
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
病
院
・
診
療
所
に
入

院
し
て
い
な
い
方
/
障
害
の
程
度
が
法

律
で
定
め
る
程
度
の
重
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
た
め
、日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

手
当
額
=
月
額
2
万
6
千
7
0
0円

・
障
客
児
福
祉
手
当

対
象
よ
J一
歳
未
満
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
障
害
児
本
人
が
障
害

を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
て
い

な
い
方
/
法
律
で
定
め
る
程
度
の
重
度

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

方

手
当
額
=
月
額
1
万
4
千
5
2
0円　

-
い
ず
れ
も
I

障
害
者
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の

所
得
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
先
1
在
宅
福
祉
係
ま
た
は
各
福
祉
事

務
所
(
表
―
)

表1 福祉事務所一覧
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

第
9
回
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ナ
イ
ス
で
い
こ
う

日
時
=
1
1月
8
日
㈲
、
午
前
1
0時
～
午

後
3
時

内
容
=
展
示
、
模
擬
店
、
バ

ザ
ー
、
人
形
劇
、
音
楽
演
奏
等

※
当

日
は
移
動
困
難
な
方
の
た
め
に
、
区
内

主
要
駅
よ
り
リ
フ
ト
付
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
(
時
刻
は
お
問
い
合
わ
せ
を
)

場
・
問
先
9
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

保
育
園
児
募
集

1
1年
4
月
の
入
園
・
転
園

新
規
入
園
希
望
者
、転
居
な
ど
に
よ

る
転
園
希
望
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。受
付
期
間
9
1
2
月
1
日
～

1
5日

※
申
込
書
は
H
月
2
5日
か
ら
配

布
予
定

必
要
書
類
=
9
年
分
所
得
税

額
が
わ
か
る
も
の
(
源
泉
徴
収
票
ま
た

は
確
定
申
告一
の
控
え
。1
0年
分
所
得

税
が
確
定
次
第
、1
0年
分
を
提
出
)
/
1
0

年
度
固
定
資
産
税
の
証
明
書
類
(
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
み
)
/
印
鑑

※

一
部
指
定
園
で
は
産
休
明
け
か
ら
の
0

歳
児
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
育
園

の
一
覧
表
な
ど
く
わ
し
く
は
「
あ
だ
ち

広
報
H
月
2
5日
号
」
に
掲
載
予
定

申

・
問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

中
途
失
聴
・
難
聴
者

手
話
講
習
会

日
時
八
(
月
2
5日
A

月
1
7日
の
水
曜

日
(
全
1
4回
)
、午
前
1
0時
～
正
午

対

象
l
事
故
・
疾
病
等
で
聴
覚
に
障
害
を

も
つ
方
で
、
自
力
で
通
え
る
区
内
在
住

の
方

場
所
―
竹
の
筱
障
害
福
祉
館

定
員
=
2
0人
程
度

費
用
=
テ
キ
ス
ト

代
等
自
己
負
担
(
千
円
程
度
)

申
込

―
電
話

期
限
1
1
1月
6
日

申
・
問

先
=
東
部
障
書
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3

り£

障害別福祉相談
障害にかかわる生活経

験を持ち、東京都から委
嘱を受けた相談員が、障
害のある方の生活上の問
題を解決する相談を 行い
ます。 日程等一 表2

表2　11 月の相談実施日

「
エ
コ
ー
は
が
き
」は

作
成
し
ま
せ
ん

毎
年
秋
に
発
売
し
て
い
る
「
エ
コ

ー
は
が
き
」
は
今
年
度
は
都
合
に
よ

り
作
成
し
ま
せ
ん
。
A

広
報
課
V

宿 泊 施 設 イ ン フ ォ メ ー ショ ン

1
・
2
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各

施
設
(
左
下
表
)
で
受
け
付
け

ま
す
。申
込
=
公
社
の
各
施

設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ
　

(
5
0
円
)
に
、必
要
事
項
を
記

入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
(
I

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
隕
り
ま
す
)

期
間
1
1
1
月
1
日
～
1
0
日
必

着
(
抽
選
結
果
を
H
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
)

受
付
=
当
選
者
は
、1
2月
1
0

日
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

※
「
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
」と
「
那
須
・
森

の
家
J
の
1
2月
3
1日
の
宿
泊
申
し
込
み

は
、
今
回
の
1
月
分
利
用
申
し
込
み
で

受
け
付
け
ま
す

● 各施設利用案内1 ・2 月利 用分

※ 利 用申し 込みは2 人以上。1 グループ 、ハガ キ1 通でお願いします
※ 「那 須・森の家」へは直通バスも運行してい ます。 公社窓口へお問い合わ せください
※ 「湯 河原あ だち荘」と 「那須・森の家」の12月31日 の宿泊申し 込みは今回1 月分の利用申し込みになり ます
※ 12月31日～1月4日の問の「湯河原あだち荘」および「那須・森の家」の予約は、1グループ3部屋までとなります

空
き
室
の
利
用

s
I
・
2
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
り一
月
1
1

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1」
で
も
予
約
で
き
ま
す
。

・
1
0・
1
1・
1
2月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に
お
近

く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。こ
の
期
間
鶯
愚
策

苹
ヤ

ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申
し
込
み

は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
)
。

● コミュ ニティ 文化・スポーツ公社 各施設一覧

受付時間=吩～邨は午前9時～午後8時、0は午前10時～午後6時( 毎週月曜日休館) @は午前9時～午後5陝( 士・R・祝、円を除ぐl

□ 芒川こ疣?! ' 9?9時_1呷8_日( 日) ヽ午前10時～午後3時場所一荒川河川敷虹の広場内容-舟運物岸盾、カヌー大会、ポケットモンスター・ショー問先一荒川クリエーション実行委員会　5575- 6087
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健康カレン
ダー
11

月の予定

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

歯
周
病
を
中
心
と
し
た
成
人
歯
科
健

診
で
す
。期
間
=
1
1
年
3
月
3
1
日
ま

で
場
所
=
区
内
実
施
歯
科
医
院
対

象
-
4
0
歳
～
6
0
歳
ま
で
の
区
民
※
現

在
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
な
ど
の
自
覚
症

状
が
あ
る
方
は
除
く
。
医
療
機
関
で
直

接
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い

内
容
=

歯
周
病
等
の
検
査
(
歯
ぐ
き
や
歯
石
の

チ
ェ
ッ
ク
)

定
員
=
5
0
0人(
先
着
順
)

費
用
―
無
料

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)

・
生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
・
「
歯
周
病
健
診
希
望
」
と
明
記

※
後
日
、受
診
票
と
案
内
を
送
付

申

・
問
先
=
保
健
予
防
佩

〒
川一・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-―

食
品
衛
生
講
習
会
を

〝
出

前
〟
し

ま
す

食
中
毒
、0
1
5
7

な
ど
、
食
品
の

安
全
性
や
衛
生
に
関
心
の
あ
る
グ
ル
ー

プ
の
学
習
会
に
、
食
品
衛
生
監
視
員
が

講
習
に
行
き
ま
す
。
学
習
テ
ー
マ
、
日

時
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
食

品
衛
生
に
関
し
た
ビ
デ
オ
も
無
料
で
貸

し
出
し
し
て
い
ま
す
。

対
象
=
5
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ

費
用
―
無
料

申

・
問
先
―
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(
直
通
)

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
了

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
時
=
▽
検
査
受
付
・
:
1
1
月
1
8
日
廁
、

午
前
9
時
3
0
分
～
1
0
時
結
果
受
付
・
:

1
2
月
2
日
團
、午
前
9
時
4
5
分
～
1
0
時
、

対
象
=
1
8
歳
～
3
9
歳
ま
で
の
女
性
内

容
=
骨
密
度
・
体
脂
肪
・
血
圧
測
定
・

尿
・
血
液
検
査
(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

中
性
脂
肪
・
貧
血
等
)

定
員
ふ
J
人

(抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
「
女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く

り
」
と
明
記

期
限
-
1
0月
3
0日
必
着

場
・
申
・
問
先
よ
淹
保
健
所

〒
1
2
0

・
0
0
3
6

千
住
仲
町
2
4
-
2

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

小
児
呼
吸
器
病
相
談

日
時
=
1
1
月
2
7
日
窗
、午
後
2
時
3
0
分
～

4
時
3
0
分
場
所
9
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=
小
児
ぜ
ん
息
の
保
護
者
定

員
=
2
0
人
内
容
―
ぜ
ん
息
と
は
、ど

ん
な
病
気
?
/
ぜ
ん
息
を
克
服
し
て
い

く
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
な
ど
専
門
医

の
講
義
と
相
談
講
師
―
飛
田
正
俊
氏
　

(
日
本
医
科
大
学
付
属
多
摩
永
山
病
院

小
児
科
医
師
)
費
用
=
無
料
申
込

=
一
`
話
申
・
問
先
=
公
害
補
償
係

住
区
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気

わ
た
し
も
元
気

自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
生
活
環
境

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等

↓
″
4

内
容
=
パ
ネ
ル
展
示
/
計
測
/

健
康
相
談
/
血
液
・
尿
検
査
等

費

用
=
無
料

申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

表4　 住区健康フェスティバル11月の日程

保
健
婦
(
看
護
婦
)
募
集

勤
務
条
件
等
=
1
日
6
時
間
、週
5
日
、

日
額
9
千
6
5
0
円
定
員
1
1
人
期
間

=
口
一
月
～
H
年
4
月
勤
務
場
所
・
申

・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

講
習
会

「
適
正
飲
酒
と
禁
酒
」

日
時
=
1
1
月
1
0
日
㈹
、午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

内
容
―
身
近
な
薬
物
で

あ
る
『
お
酒
』
に
つ
い
て
の
学
習

講

師
=
後
藤
恵
氏
(
東
京
足
立
病
院
医
師
)

定
艮
よ
J
人

申
込
=
電
話

塲
・
申

・
問
先
a
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(
直
通
)

「
こ
ど
も
」の

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
=
1
1月
5
日
向
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

対
象
=
ア
レ
ル
ギ
ー
が

心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

内
容
―
講
演

「
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ぜ
お
き
る
の
・
ア
ト

ピ
ー
つ
て
?

」(都
立
広
尾
病
院
小
児
科

医
師
・
小
田
嶋
安
平
氏
)
/
「
住
ま
い

と
環
境
」

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

呼
吸
器
病
教
室

(
講
演
と
実
技
)

日
時
1
1
1
月
1
6
日
側
、午
後
2
時
3
0
分
～

4
時
3
0分

場
所
―
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
し
て
い

る
成
人
の
方

内
容
―
発
作
の
予
防
と

軽
減
に
役
立
つ
腹
式
呼
吸
を
歌
い
な
が

ら
身
に
つ
け
ま
す

※
参
加
は
勦
き
や

す
い
服
装
で

講
師
=
福
田
義
子
氏

(日
本
音
楽
療
法
研
究
連
合
幹
事
)

定
員
―
川
人

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

申
・
問
先
―
公
害
補
償
係

母
親
学
級

日
程
等
=
表
5

場
所
―
平
野
住
区
セ

ン
タ
ー

対
象
=
妊
娠
中
の
方

定
員
=
2
0

人

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(直
通
)

歯
周
病
予
防
教
室

(
3
日
制
)

歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
で

い
き
い
き
ラ
イ
フ

日
程
等
=
表
6

対
象
=
全
回
参
加
で

き
る
方

定
員
a
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話
ま
た
は
直

接
窓
口
へ

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保

健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表5　 母親学級( 4 日制) 日程

※ いずれも、時間は午 後1 時30分～3 時30
分。毎回グループ ワークを行います

表6 歯周病予防教室

※ い ずれも、時間は午 後1時30分～4時

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

講
習
3

級
課
程
(
第
4

回
)

日
程
等
=
表
3

対
象
I
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
希
望
者
ま
た
は
既
に
働
い
て

い
て
、
全
日
受
講
で
き
る
区
民
の
方

定
員
=
4
8人

公
開
抽
選
=
1
1月
9

日
、
午
前
1
0時
・
区
役
所

費
用
=

テ
キ
ス
ト
代
6
千
迦
円

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

職
業
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受
講

希
望
」
と
明
記
。
複
数
5
募
無
効

期
限
I
H
月
5
日
必
着

申
先
‥
l高

齢
福
祉
計
画
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

問
先
=
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

(
3
8
8
9
)
1
1
4
8
7

表3　 ホームヘルパー養成講習

※ 多礇の講習予足はI Z詼課程130眄問コース第1回」
( 1/ 19～3/ 5) 募集予定は11月です

がん検診と成人健康診査( 無料)
過去1 年以内に、区お よび勤 務先等で同 種の検診を 受けた方 は除

き ます。 申込= ハガ キに郵便番号、住所、氏名( フリガ ナ) 、生年
月 日、年齢、性 別、電話番号、希望 検診名を明記し、そ れぞ れの申し
込み先 へ。後日、受 診票と案内をお送りし ます。※ 消化 器がん検診日、
受診場 所も第3 希望 まで明 記。
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学びの秋です。応援します!あなたの生 涯学習1O 月
～12 月 は 生 涯 学 習 推 進 期 間

で す

「
何
か

生
涯
学
習
を
し
て
い
ま
す
か
」
。
そ
う
聞
く
と

べ
い

や
あ
、
。
生
涯
学
習

包

ん
て
た
い
そ
う
な
こ
と

は
し

て
い
ま
せ
ん
よ
」
と
お
づ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
生
涯
学
習
っ
て

そ
ん
な
に
お
お
け
さ
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
好
き
だ
か
ら
続
け
て
い
る

と
い
う
趣
味
の
よ
う
な
も
の
も
、
生
涯
学
習
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
回
の
特
集
で
は
、
生
涯
学
習

を
す
で
に
始
め
て
い
る
方
々
に
、
そ
の
き
っ
か
け
な
ど
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
「
私
も
何
か
始
め
て
み
よ
う
か
な
≒

こ
の
特
集
が
読
者
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
を
始
め
る

き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

や
っ
て
み
る
と

お
も
し
ろ
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ニ
ス
同
好
会

千
寿
フ
ラ
ワ
ー
ズ

毎
週
日
曜
日
の
午

後
、
千
寿
本
町
小

学
校
の
体
育
館
で
活
動
し
て
い
る
「
千

寿
フ
ラ
ワ
ー
ズ
」
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し

た
、
千
尋
フ
ラ
ワ

ー
ズ
は
、
こ
の

体
育

館
で
行
わ
れ
た

体
育
指
導
委
貝
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
テ
ニ
ス

教
室
に
集
ま
っ
た

仲
間

た
ち
で
す
。
敷
室
終
了
後
も
活
動
を
続

け
て
い
こ
う
と
結
成
し
ま
し
た
。

一
、力
を
入
れ
な
く
て
も

。
ポ
ー
ル
が

よ
く
飛
ぶ
の
で
ス
カ
ツ
と
し
ま
す
』
と

い
う
の
は
木
村
さ
ん
。「
も
と
も
と
球
枝

は
好

き
じ
ゃ
な
い
の
で
す

が
、
友
達
に

誘
わ
れ
て

や
っ
て
み
る
と
。
こ

れ
が
意
外
に
面
白
か
っ
た
ん
で

す
」
。
生
涯
学
習
を

始
め
た
き
っ

か
け
は
、
。
知
人
に
誘
わ
れ
て
'

と
い
う
方
が
多
い
よ
う
で

す
。

木
村
さ
ん
は
、『
グ
ル

ー
プ
か
で

き
上

か
っ
て
い

る
と
こ
ろ

に

は

、
入
り
づ
ら
い
感
じ
が
す
る

ん
で
し
ょ
う
ね

。
だ
か
ら

、
初

心
者
講
習
会
の
よ
・
7
な
と
こ
ろ

に
参
加
す
る
の
も

。手
‘
で

す
よ
ね

。

だ
っ
て

、
ほ
か
の
み
ん
な
も
9
分
と
I

賭
な
ん
た
か
ら

、
気
も
楽
で

す
よ
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た

。

川
上
さ
ん
は

、
中
学
2

年
生
の
善
久

さ
ん
と
観
子
で
参
加
し
て

い
ま

す

。【
子

餠
を
冢
に
お
い
て
く
る
の
も
心
配
だ
っ

た
の
で

、

】
緒
に
連
れ
て

く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

。
息
子
も

、
今
で
は

一
連

勦
す
る
と
ご
飯
か
お
い
し
い
一
な
ん
て

い
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す

。そ

う
い
う
川
上
さ
ん
を
き
っ
か
け
に

。
観

子
で
参
加
す
る
方
が
ほ
か
に
も
山
て
き

ま
鳬

。

皀
代
の

違
う
人
た
ち
と
楽
し
め
る
の

も

、
生
涯
学
習
の
い
い
と
こ
ろ
で
す

。

今
、青
春
時
代

放
送
大
学
学
生

小

野

崎

ミ

ツ

子

さ
ん

(
城
之
内
二
丁
目
)

「8
0
歳
の
お
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
が
放
送
大

学
に
入
単
」
。小
野
崎
さ
ん
か
放
送
大
学

を
知
っ
た
の
は

、
こ
ん
な
新
聞
配
串
が

き
っ
か
け

。[
私
に
も
で

き
る
ん
だ

と

思
い

、
さ
っ
そ
く
科
目
履

修
生
と
し
て

敢
送
大
学
に
入
学
し
ま
し
た

。
平
成
元

年

、6
4
歳
の
と
き
で
し
た

。
そ
の
後

、

平
成
3

年
度
に
全
科
履
修
生
と
し
て
入

学

、6

年
度
に
卒
業

。現
在
は

、新
し
い

目
標
に
向
か
っ
て
2

度
目
の
全
科
履
修

生
と
し
て
勉

強
中
で
す

。

※
科
目
履

修
生
は

、
好
き
な
科
目
か
讖

ぴ
、
―
学

期
間
(
6

ヵ
月
)

在
学
す
る
も
の

。
全

科
履
修
生
は

、4

年
以
上

在
学
し

。
卒

業
を
目
指
し
ま
す

。
こ
の
ほ
か

、
好
き

な
科
目
で
1

年
間
在
学
す
る
選
科
履
修

生
、
特
定
期
問
に
特
定
の
科
目
を
受
け

る
集
中
科
目
履
修
生
が
あ
り
ま
す

I

放
送
大
学
が
小
野
崎
さ
ん
を
引
き

付
け
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か

。

「
若
い
こ
ろ

、
大
学
に
行
き
た
く
て

も
行
け
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と

も
あ

り

、
チ
ャ
ン
ス
か

あ
れ
ば
勉
強
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た

。
で
す
か
ら

、
夜

中
の
1

時
ま
で

勉
強
す
る
日
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ

。
そ
れ
は

、
大

学
を
卒
業
し
な
く
て
は
…
と
か
、
資
格

を
と
り
た
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

は
な
く
、
学
ぶ
こ
と
そ
の
も
の
が
楽
し

い
ん
で
す
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
知
る
喜
び
か
あ
る
ん
で
す
」

-

及
送
大
学
を
始
め
て
変
わ
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

「
放
送
大
学
と
い
っ
て
も
、
面
接
授

某
に
出
席
し
た
り
、
図
魯
室
や
観
聴
覚

学
習
室
を
利
用
し
た
り
と
、
綾
瀬
に
あ

る
学
習
セ
ン
タ
ー
に
行
く
こ
と
も
多

く
、
友
達
か
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

年
齢
層
も
と
て
も
幅
広
い
の
で
す
か
。

共
通
の
話
題
が
あ
る
の
で
、
話
が
合
う

ん
で
す
よ
」

-
-
今
は
、
2

度
目
の
放
送
大
学
で
す

が
・
・・。

「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と

思

っ
て
い
る
の
で
、
今
慶
は

」
生
活
と

福
祉
」
と
い
う
勉
強
を

始
め
た
ん
で

す
。

せ

っ
か
く
習
う
も
の
で
す
か
ら
、
役
立

て
て
い
き
た
い
で

す
ね
」

-
こ
れ
か
ら
何
か
を
始
め
よ
う
と
し

て
て
い
る
方
に
一
气

「
門
を
た
た
け

ぱ
、
素
睛
ら
し
い
出

会
い
か
衍
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

か
ら
、

自
分
の
進
む
道
が
9
け
て
い
く
と
思
い

ま

す
よ
」

自
分
の
得
た
も
の
を

役
立
て
た
い

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
け

は

し

「
オ
ハ
ヨ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
。
日
本
語

を
習
う
た
め
に
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
集

ま
っ
て
来
ま
す
。
こ
こ
は
、
エ
ルー
ソ

フ
ィ
ア
の
研
修
室
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
か
け
は
し
」
の
会
場
で
す
。
日

本
-
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
、
「
日
木

語
を
習
い

た
い
外
国
人
に
日
本
語
を
教

え
る
」
と
い
う
も
の
。
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
日
本
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
修
了
し
た
皆
さ

で
す

。

会
の
代
表
の

栄
山
さ
ん
は

、
会
場
に

入
っ
て
く
る
メ
ン
バ
ー
を
確
露
し
て

、

み
ん
な
の
期
待
・
要
望
に
沿
う
よ
う
に

先
生
と
生
徒
を
組
み
合
わ
せ
ま
す

。「
急

な
用
事
で

來
ら
れ
な
く
な
る
人
も
い
る

の
で

、
組
み
合
わ
せ
も
結
構
大
変
な
作

業
で
す
よ
(

笑
)
」
と
栄
山

さ
ん

。

メ
ン
バ

ー
の

動
機
を
聞
い
て

み
る

と

、
「
言
葉
で
手
助
け
を
し

た
い

こ

知

人
に
誘
わ
れ
て
」=
‘
稟

に
興
味
か
あ

る
」
「
自
分
の
・語
学
力
を
生
か
し
た
い
」

な
ど
が

、
あ
げ
ら
れ
ま
し
た

。

外
国
人
の
友
達
か
ら

「
言
葉
の
わ
か

ら
な
い
苫
労
し
を
聞
い
て
い
た
中
島

ん
は

、
勉
強
を
す
れ
ば
も
っ
と
き
ち
ん

と
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と

、

糾
座
を
受
け
ま
し
た

。

竹
内
さ
ん
は

、
子
育
て

が
終
わ
っ
た

後

、
芙
晤
の
勉
強
を
し

瓦

菓
」
に
興

味
を
持
ち
ま
し

た
。
以
前
か
ら

自
分
で

で
き
る
範
囲
で

、
何
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

を
と
考
え
て

い
ま
し
た

。

「年
金
を
も
ら
う
ぱ
か
り
じ
ゃ
な

く
、社
会
に
何
か
還
元
で
き
な
い
か
。

そ
れ
も
、自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
を

生
か
し
て
・
・
・
」と
上
野
さ
ん
「[
日
本
語

を

敦
え
て
い
る
と
い
う
け
れ
ど

、
そ
う

い
う
上
と

下
の
よ
う
な
関

係
じ

ゃ
な

い
ん
で

す

。
私
は
日
本
・晤
を
教
え
て
い

る
け
れ
ど

、
逆
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
つ

い
て

教
え
て
も
ら
っ
た
り
と

、
お
互
い

に
教
え
あ
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
も
　

こ
の
活
動
の
ほ
か
ご

夬・晤
の
講
師
も

勤
め
て

い
る
鈴
木
さ
ん

。「
や
っ
て
み
よ

う
か
と
思

っ
た
そ
の
と
き

が
始
め

ど

き

。
そ

の
と
き
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
≒

自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の

、
講
座
な

ど
で
辱

た
こ
と
を
社
会
に
還
元
す
る

。

こ
れ
も
ひ
と
つ
の
生
涯

学
習
で
す
ね

。

生
涯
学
習
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
教
育
推
進
課

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

はじめの一 歩をお 手伝 い

生涯学習情報ダイヤル
3605- 7181 ( 生涯学習館)

午前10時～午後5時※ 生涯学習館の休館を除く毎日

「せっかくその気になっても、
どうしていいかわからない」。そん
なあなたを、生涯単習壻報ダイヤ
ルかお手伝いします。
ダイヤルには、区内を中心とし

た生涯学習謌報が槊められていま
す。皆さん 一人ひとりの希望にそ
うものを、日程・開催場所・申込

力法などくわしくご紹介します。
□ 生涯学習のアドバイス

生涯学習儕輯ダイヤルではもち
ろんのこと。午託学胃館や区 一生
蘊取育推 進度の社会教育主事が、
生i l 学習に 関する相談を 受け 付
け。ケースに応じてアド バイスを
しています。

1
1
月
～
1
月

ぐ
る
っ
と
青
空
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

自
動
車
使
用
の
抑
制
に
ご
協
力
を

私
た
ち
を
取
り
巷
く
大
気
は

、
一
時

に
比

べ
て
き
れ
い
に
な
っ
た
も
の
の

、

ま
だ
十
分
と
は
い

え
ま
せ
ん

。
特
に
冬

に
は

、
大
気
が
よ

ど
み

、
空
気
の
汚
れ

る
日

が
多
く
な
り
ま
す

。
そ
こ
で

、7

都
県
巾
(
東
京
都

、
埼
玉
県

、
千
葉
県

、

神
奈
川
県

、
横
浜
市

、
川
崎
市

、
干
葉

市
)
は
共
同
で

、H
月
か
ら
1

月
末
ま

で
の
嗣
間
に

、
大

鼠
汚
桑
の
主
な
原
因

の

白
動
申
の
交
通
量
を
減
ら
す
対
策
を

実
施
し
ま
す

。
期
間
中

。
マ
イ
カ
ー
や

事
業
用
自
動
車
の
使
用
は
で

き
る
だ
け

控
え
、
電
申
や
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
、
水
曜
日
は
乗
用

車
頬
2
0

%
減
、
貨
物
車
類
1
0
%
減
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
渋
乕
の
原
因
と
な
る
路

上
駐
車
や

。
駐
停
車
時
の
不
要
な
ア
イ

ド
リ
ン
ク
は

控
え
て
く
だ
さ
い
。

区
で

も
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
直
接
利

刷
す
る
申
を
除
い
て
、
期
間
中
2
0
%
以

上
を
目
標
に
庁
有
申
の
使
用
を
白
粛
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
S

力
を

お
願
い
し
ま
す
。

□
都
曾
交
通
の
割
引
キ
ッ
プ

都
で
は
次
の
キ

ッ
プ
を
発
充
し
ま

す
。

V
水
曜
ク
リ
ー
ン
キ

。
プ
・
;
都
営
交
通
(

地
下

鉄
バ

ス

、都
電
共
通
)
の
1

巳
割

引
乗
車
券
。
通
常
劭
円
を
瞋
円

。
期
間

内
の
祝
日
を
除
く
水
曜
日
の
み
有
効
。

各
定
朋
券
売
り
場
等
で
販
死
し
ま
す
。

▽
水
皿

バ
ス
環
境
キ
乙
フ
;
永

曜
日
に

限
り
都
内
粟
り
継
ぎ
バ
ス

。日
乗
皿
券

を
割
り
引
き

。
都
内
の
バ
ス
多
業
所
で

発
行
し
ま
す

。

問
先
―
都
・
環
境
保
全
局
自
動
皿
公
害

対
策
室
S
(
5
3
8
8
)
3
4
9
7

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

調

査

結

果

都
で

は

、
大

気
巾
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

頬
に
つ

い
て

、1
0
年
度
の
I
・回
目
の
調

査
を
6

月
に
行
い
ま
し
た

。

足
立
区
は
調
査
平
均
を
下
回
り

、
纜

境
庁
が
定
め
た

「
大
気
環
瞬
指
針
」
よ

り
低
い

結
果
が
出
ま
し
た
(
結
果
の
概

◎饗
は
衣
1
の
と
お
見

。

匐
は

、
こ
の
後
も
調
査
を
続
け

、
年

平
均
値
と
大
気
環
塊
指
針
を
比

恨
し
て

、評
価
す
る
予
定
で
す

。

ま
た
、
区
で
も
独
自
の
調
査
を

検
討
し
て
い
ま
す

。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
(
恵

は

、

家
庭
か
ら
出
る
こ
み
な

ど
を
焼

却
す
る
こ

と
で
も
発

生
し
ま

す

。
ご
み
の
減
鹽
に
男
め
る
と

と
も
に

、
燃
や
さ
す
に
分
別
し

て

定
期

収
集
日
に
出
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す

。
ま
た

、
事
業
者

の
方
も

、
簡
易
焼
却
炉
等
で
の

焼
却
は
で
帚
Q

だ
け
や
め
刄

廃
棄
物
処

理
業
名
に
委
託
す
る
な
ど

、
適
切
な
方

法
で
の
処
理
を
お
願
い
し
ま
す

。

※
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
・・
・
ご
み
や
廃
棄
物

の
焼
却

、
農
薬
の
製
造
過
程
等
で

、
非

意
図
的
に
生
成
さ
れ
る
罵
性
の
強
い
町

賤
塩
累
吏
・
昜

問
先
=

環
境
課
調
査

S
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

発1 迴杳畆否r 畄un2 一丁 ∩/㎡

※ I Dg ‥‘ 1 兆 分 の1 グ ラ ム

TEQ( 悪 性 等・) … 最 も 毒 性 の 強 い2 、

3、7、8一 四 塩 化 ダ イ オ キ シ ン の 悉 性[こ 換

篝し て 示 し ま す

国 保

協 定 旅 館

東
廐
近
県
の
旅
館
等
(
表
2
)

と
協
定
を
結
び
、割
引
料
金
で

ご
利
用
で
き
ま
す
。対
象
=

区
内
在
庄
・
在
動
の
方
申
込
-

施
設
へ
直
接
電
話
予
約
(

足

立
区
国
保
課
扱
い
と

告
げ
て
く

だ
さ
い
)
。
予
約
俊

、国
保
ガ
イ

ド
4
3ペ
ー
ジ
の
利
弔

芬
{
国
保

課
・
区
民
串
務
所
に

も
あ
り
ま

す
}
を
持
参

※
料
金
な
ど
く

わ
し
く
は
直
接
施
設
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
r

国
民
健
康
保
険
課
貫
秘
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

大
規
模
店
舗
等
の
建
設
に
伴
う

周
辺
環
境
と
の
調
整

大
規
嚶
店
舗
の
出
店
に
伴
う
周
辺
の

居
住
環
境
と
の
調
整
を
図
る
た
め
ぺ
足
(

豆
区
中
高
層

建
築
物
等
の
建
築
に
係
る

紛
争
の
予
防
及
び
鯛
整
条
例
・
同
施
行

規
則
」
の
一
郎
改
正
を
H

月
1
日

付
で

行
い
ま
す

。
こ

れ
に
よ
り

、
建
築
主
は

串
前
公
鬨

、
近
隣
説
明
会
等
か
必
要
に

な
り
ま
す

。

あ
わ
せ
て

、「
足

立
区
環
境
塵
蠏
指
導

要
綱
」
も
一
部
改
正
し
ま
す

。
大
規
喫

店
舗
等
の
建
設
な
ら

び
に
宅
地
開
発
に

は

、
周
辺
地
域
と
の
調
和
の
と
れ
た
ま

ち
づ
く
り
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

問
先
l

建
築
調
整
課
紛
争
調
整
係
ホ
无

は
住
宅
諌
闃
発
指
導
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表2 国保協定旅館一覧表

※印は10月1 日かうの・ 加施設

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広
場
・
千
住
一
丁
目

公
共
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

旧
本
庁
合
廊
地
は
正
式
な
利
用
力

法
が
決
ま
る
ま
で
の
問

、
イ
ベ
ン
ト

広
場
と
駐
車
場
と
し
て

暫
定
利
用
し

て
い
ま
す

、
イ
ベ
ン
ト

広
場
は
約
2

千
川
㎡
の
広
さ
で
便
用

料
は
1

日
1
4

万
円
で
す

。
駐
車
場
は

、1
時
間
あ

た
り
瓸
円
(
以
後
3
0分

ご
と
に
図
円
)

で

商
店
街
の
駐
車
場
サ
ー
ビ
ス
券
が

使
え
ま
す

。

問
先
1

商
業
振
興
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ま
た
は
都
市
活
畦
化
セ
ン
タ
ー

S
(
5
2
4
4
)
7
3
1
3

足
立
区
の
生
涯
学
習

～
新
し
い
展
開
を
め
ざ
し
て～

区
民
と
行

政
が
一
体
と
な
り
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
社
会
の

急
激
な
変
化
や
人
々
の
価
値
観
の
多
様
化
が
一
層
進
ん
で

い
ま
す
。
人
々
の
生
き
が
い
孫
し
、
社
会
の
変
化
へ
の
対
応
、
さ
、り
に
は
、

新
し
い
社
会
の
創
造
に
参
S

す
る
た
め
に
も
、
生
涯
学
習
の
新
し
い
腰
間

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

第
四
期
足
立
区
生
涯
学
習

推
進
協
議
会
の
答
申

今
年
2

月
、
第
四
期
足
立
区
生
涯
学

習

推
進
協
議
会
か

「
2
1世
紀
に
お
け
る

足

立
区
の
生
涯
学
習
社
会
の
望
ま
し
い

姿
」
を
峇
申
し
ま
し
た
。
こ
の
答
申
は

、

今

後
の
足
立
区
の

生
a
学
習
推
遥
の
幕

本
理
念
を
示
す
も
の
で
す
。

答
申
で
は
、
人
々
の
主
体
的
な
生
き

方
を
支
援
す
る
こ
と
、
学
校
教
冐
を
含

め
た
教
育
制
度
全
般
に
多
様
性
と
活
力

を
取
り
戻
す
た
め
の
新
し
い
'

学
び
」

を
創
造
す
る
こ
と
を
基
本
的
視
点
と
し

て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で

、
今
後
の
足
立
区
に
お

け
る

生
涯
学
習
を
推

進
す
る
た
め
に

は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

」「
行
政

の

役
割
と
責
任
の
明
確
化

」「
コ
ミ
ュ
ニ

テ

ィ
施
策
と
の
連
携
」
か
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

開
設
と

第
二
次
生
涯
学
習

推
進
計
画

現
在
、
旧
千
寿
旭
小
学
校
廊
地
に

、

『(
仮
称
)
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
』
を
建

設
中
で
す
(
1
2
年
開
設
予
定
)
。
こ
の
生

浬
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は

、
新
中
央
図
書

館
、
放
送
大
学
東
東
第
三

学
習
セ
ン
タ

ー
が
併
設
さ
れ
ま
す

。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

れ
ら
の
三
つ
の

施
設
か
連
携
し
て
区
民
の
学
習
活
助
を

文
援
す
る
と
と
も
に
、
生
唾
学
習
に
闘

す
る
調
査
・
研

究
や
、
新
し
い

学
習
プ

ロ
グ
ーフ
ム
の
開
発
と
提
气

学
習
倩
報

の
収
集
と
提
供
、
学
習
相
談
な
ど
が
行

わ
れ
る
予
定
で

す
。

ま
た
。
区
民
か
学
習
活
動
の

た
め
自

由
に
活
用
で

き
る
施
殿
、
個
人
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
学
習
の
で
き
る
施
設
、
映

像
関
係
の
ス
タ
ジ
オ
な
ど
も
設

僅
す
る

予
定
で
す
。

区
で
は
、
生
涯

学
習
推
危
協
議
会
の

答
申
を
ふ
宙
瓦
た
第
二
次
生
涯

学
習
推

進
肝
回
の
策
定
を
始
め
て
い
ま

す
。
こ

の
倹
討
項
目
の
ひ
と
つ
に
、
生
涯
学
習

セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

の
形
呎
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
『
学
習
哢
報
梔

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
』
を
碑
築
し
、
区
内

の
学
習
関
連
施
設
な
ど
、
ど
こ
で

も
学

習
情
報
の
収
集
・
提
供
を
、
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
中
は
も
ち
元

、区

全
体
や

都
・
園
・
民
間
の
企
業
と
ど
の

よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
か
と
い

う
こ
と
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た

、
こ
の
推
進
計
画
で
は
、
学
習

し
に
く
い
人
へ
の

学
び
の

機
会
の

提

鮗

国
際
化
社
会
に
お
け
る
生
涯
学
習

施
策
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
習
や
活
動
の

推
進
等

も
臍
肘
し
て
い
き
ま
す
。

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

催

区
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
生
涯
学
習

推
進
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
1
2

月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
の

中

か
ら

、
2
1世
紀
の
足

立
に
ふ
さ
わ
し
い

計
画
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
1
1月
の
広
報
で
お

知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
黔
加
く
だ

さ
い
。
A

生
涯
教
育
推
進
課
V

4( 仮 称) 生 涯 学 習 セ ン タ ー

平成10・11年度版

わたしの便利帳(リブイン)
ただいま配布中

役

立

つ

情

報

が

満

載

高
齢

者
や
子
供
へ
の
施
策
、
リ
サ
イ

ク
ル
や

健
康
診
査
、年
金
の
こ
と
な
ど
、

区
政
情
貿
を
I

冊
に
ま
と
め
た
も
の

が
、「
わ
た
し
の
便
利
帳
(
リ

ブ
イ
ン
)
」

で
す
。
こ
の
中
に
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

に
役
立
つ

嚮
報
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て

い
ま
す
。
公
の
施
設
や
病
院
・
診
療
所

な
ど
も
載
っ
て
い
ま
す
。ま
ず
は

】
度
、

手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い

。

区

内

施

設

と

バ

ス

路

線

も

大

丈

夫
!

あ

だ

ち

マ

ッ

プ

も

一

緒

で

す

わ
た
し
の
便
利
帳
に
は
、「
あ
だ
ち
マ

ッ
プ
」
が
挾
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
図
に
は

、
区
民
事
務
所
や
公
園
な

ど
の
区
施
設
の
ほ
か
。「
足
立
6
0景
」
の

所
在
地

な
ど
も
書
き
込
ま

れ
て
い

ま

す
。
今
回
の
地
図
は
、
町
別
に
色
分
け

す
る
な
ど
、よ
り
見
や
す
く
し
ま
し
た
。

裏
返
す
と
バ
ス
路
線
図
に
な
っ
て
い
ま

す
。

2

年

に
1

回

の

発

行

で

す

大

切

に

使

っ

て

く

だ

さ

い

わ
た
し
の

便
利
帳
は
。
2

年
に
I

回

の
発
行
で
す
。
1
2年
ま
で
上
手
に
お
使

い
く
だ
さ
い

。
区
で
は
、
あ
だ
ち
広
報

で
必
要
な
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
が
、
崎
報
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

区
政
の
「
百
科
事
典
」
と
し
て
、
く
ら

し
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

現

在

各

家

庭

に

配

布

中

で

す

わ
た
し
の

便
利
帳
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
が

。
区
内
全
域
を

窖

卩
っ
て
各
家
庭
に
I

冊
ず
つ
配
布
し

て
い
ま
す

。H
月
下
旬
に
な
っ
て
も
お

手
元
に
届
か
な
い
場
合
は

、
ご
連
絡
く

だ
さ
い

。

岡
先
l
広
報
僞

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

あ
だ
ち
植
物
歴
史
手
帳

稲

江
戸
時
代
は
米
の
時
代

で
し
た
。
加
賀
百
万
石
と

藩
の
規
模
を
表
し
た
り
、

一
万
石
以
上
の
領
地
を
持
つ
武
士
を
大

乙
と
芯
y
つ
に
身
分
を
表
す
基
凖
に

も
な
る

こ
と
は
広
く

知
ら

れ
て

い
ま

す
。
こ
掌

つ
に
米
の
生
産
高
を
基
準

と
し
た
の
か
江
戸
時
代
の
社
会
で

、
こ

う
沁

制
度
を
石
高
制
と
呼
ん
で
い
ま

す

。江

戸
時
代
の
足
立
は
米
作
地
帯
で
あ

る
と
と
も
に

。
新
田

開
発
か
盛
ん
に
行

わ
れ
ま
し
た

。
区
の

東
部
地
域
は

、
江

戸
時
代
の
初
め
に
多
く
の
人
の
手
に
よ

り
開
拓
さ
れ
た
土
地
で
し
た

。
癌
土
博

物
館
に
は
旦

尸
時
代
の
開
石
者
河
合
平

内
と

閲
発
農
民
た
ち

が
元
和
二
年

了
6
1
6

年
)

に
関
東
郡
代
伊
奈
忠
治
か

ら
箋
得
し
た

「
お
墨
付
き
」
が

あ
り
ま
す

。
こ
れ
を
見

と
開

発
農
民
建
は
関
東
郡
代
か
ら
年

貢
の
減
免
や

移
民
の
公
認
を
取

り
つ

け
て
い
ま
す

。
彼
y
{ほ

新

田
を
聞
き

、
川
襾
を
な
お
し
て

豊
か
な
水
田
地
帯
を
作
り
出
し

ホ
C

た

。そ
の
結
果

。1
7鬯
紀
末

に
足
立
は
二
万
石
の
石
高
を
胯

る
土
地
と
な
り
ま
し
た
(

元
・禄
郷
帳
)
。

こ
の
二
万

石
と
い
)
つ
石
高
は
倹
地
と

呼
ば
れ
る
土
地
関
査

に
よ
っ
て
算
出
さ

れ
た
も
の

。
こ
れ
は

一
筆
ご
と
の
耕
地

を
傴
薑

し
た
う
凡
で

、
収
皿
を
測
定
し

て
石
高
忝
罸

算
し

、
村
ご
と
に
作
成
さ

れ
た
倹
地
帳
に
求
こ
め
ら
れ
ま
し
た

。

足
立
で
は
1
6
9
5

年
に
実
施
さ
れ
た

元
禄
検
地
と
1
7
4
8

年
の
寛
延
倹
地

で
約
4
0
の
全
て
の
村
々
か
調
査
さ
れ
て

い
ま
す

。こ
こ
で

算
出
さ
れ
た
石
高
は

、

年
貢
高
や
労
役

、
用
水
管
理
賢
の

基
串

取
膣
と
な
り

、
長
く
明
治
維
新
の

地
租

改
正

に
至
る

ま
で
足
立
の
石
高
制
社
会

の
基
硬
と
な
り
ま
し
た

。

と
こ
ろ
か
足

立
二
万
石
と
な
っ
た
検

地
帳
は
現
存
す
る
も
の
が
少
な
く

、
郷

土
博
物
館
や
区
民
宅
に
1
1
力
村
分

が
伝

わ
る
の
み

。
こ
れ
ら
は
後
世
に
伝
え
る

べ
き
資
料
と
し
て
登
録
文
化
財
と

な
っ

て
い
ま

す

。A

郷
土
博
初
館
V
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催
し

物
ガ

イ
ド

青
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し

・
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
子
供
の
け
が
と
予
防
に
つ
い
て
」　

家
庭
で
で
き
る
応
急
処
置
の
方
法
お

よ
び
子
供
用
品
な
ど
の
選
び
方
を
学
習

し
ま
す
(
保
育
あ
り
)
。
日
時
I
H
月
5

日
1
1
9日
、
毎
週
木
曜
日
。
午
前
1
0

時
～
正
午

対
象
=
幼
児
の
い
る
方

定
員
儿
口
人
(
先
着
順
)

費
用
=
榴

円
(
保
育
保
険
料
)

・
青
年
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
ス
タ
ッ
フ
募

集
1
1年
2
月
2
8日
に
青
年
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
を
行
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
好
き
な

人
、色
々
な
こ
と
に
関
心
の
あ
る
人
、ス

タ
ッ
フ
と
し
て
お
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
=
青
年
男
女

1
い
ず
れ
も
i

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
青
年

セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

知
的
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
や
そ

の
家
族
は
、
日
常
生
活
の
様
々
な
場
面

で
継
続
的
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
一
緒
に
考
え
ま
す
(
講
座
終
了

後
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
)
。
日
程
等
―
表
―

場
所
=
総

合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
(
実
習
を

除
く
)

対
象
=
高
校
生
以
上

定
員
=
4
0

人

費
用
―
無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
1
1月
6
日

申
・
問
先
=
生
涯

教
育
推
進
課
社
会
教
育
担
当

表1　 ボランティ ア講座日 程

※ 1 ～3 回 と6 回 は 午 後7 時 ～9 時　 ※ 実 習 の 日 程 等 に つ い て は 後

日 ご 案 内 し ま す

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座

金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
の

「
そ
の
後
」

暮
ら
し
の
経
済
と

自
己
責
任

日
時
=
H
月
2
0日
宙
、
午
後
6
時
3
0分

～
8
時
3
0分

場
所
=
エ
ル

ーソ
フ
ィ

ア

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

講
師
=
花
原
二
郎
氏
(
法
政
大

学
教
授
)

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
1
T
)

あ
だ
ち
女
性
起
業
家

支
援
塾

(
実
践
コ
ー
ス
)

「知
識
や
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
事
業
化

し
て
み
た
い
」[
今
の
仕
事
で
独
立
し
た

い
」そ
ん
な
方
を
応
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
・
※
男
性
の
参
加
も
可
日
時

=
H
月
2
1
日
出
・
2
2
日
即
、
1
2
月
5
日

出
・
6
日
興
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

対
象
9
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方

で
、
入
門
コ
ー
ス
修
了
者
、
起
業
予
定

が
明
確
な
方
、
既
に
事
業
を
し
て
い
る

が
経
営
を
見
直
し
た
い
方

講
師
9
片

岡
晃
氏
ほ
か

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
3
万
円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

参
加
の
理
由
べ
支
援
塾
希
望
」と
明
記

期
限
=
1
1月
2
日
必
着

場
・
申
・
問

先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
' 98

日
時
=
H
月
2
2日
興

午
後
1
時
開
演

場
所
4
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル

出
演
―
足
立
吹
奏
楽
団
/

ア
カ
デ
ミ
カ
/
ア
ヴ
ァ
ン
プ
ル
ミ
エ
/

ウ
イ
ン
ド
ク
ル
ー
/
ク
レ
イ
ジ
ー
コ
ア
/

舎
一
金
管
バ
ン
ド
/
潤
徳
女
子
高
校
/

第
四
中
/
第
十
一
中
/
蒲
原
中
/
中

学
校
合
同
バ
ン
ド
/
足
立
シ
ル
バ
ー
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
/
足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽

団

費
用
=
無
料

申
込
a
当
日
直
接

会
場
へ

問
先
=
実
行
委
員
会
事
務
局

(文
化
振
興
係
内
)

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
I
H
月
1
日
面
、
午
前
1
0時
3
0分

開
演

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

特
別
出
演
a
東
京

足
立
少
年
少
女
合
唱
団
、
中
学
校
合
同

合
唱
団
、
有
志
に
よ
る
組
曲
「
わ
が
街

に
」
演
奏

費
用
=
無
料

問
先
真
入

化
振
興
係

国
際
交
流
写
真
展

姉
妹
都
市
ベ
ル
モ
ン
ド
市
と
の
交
流

や
、
日
本
文
化
講
座
な
ど
で
行
わ
れ
た

外
国
人
と
の
交
流
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
=
H
月
4
日
～
1
9
一
日
、
午
前
8
時

3
0分
～
午
後
5

時

場
所
―
区
役
所
1

階
ロ
ビ
ー

問
先
1

国
際
交
流
課
ま
た

は
臠
足
立
区
国
際
親
善
協
会

足
立
区
町
会
連
合
会
の

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

来
た
る
9
1一
世
紀
に
向
け
て

、「
ま
ち
づ

く
り
は
、
私
た
ち
の
手
で

」
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
を
閧
催
し
ま
す

。

日
時
I
H

月
2
1
日
出

、
午
前
1
0
時
～
正
午

場

所
a

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル

騎
師
=

園
田
恭
一
氏
(
東
洋

大
学
教
授
)
申
込
`
話
期
限
=

1
1月
1
3日

申
・
問
先
a
地
域
振
興
課

振
興
係障

害
者
(
児
)
文
化
祭

参

加
者

募

集

・
舞
台
発
表
会

日
時
=
1
2
月
5
日

出
、
午
後
1
時
～
4
時

場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
―
劇
/
合
唱
/

合
奏
/
舞
踏
ほ
か

期
限
=
1
0月
3
0日

閹
作
品
展

日
時
エ
‥‘月
3
日
1
9
日

場
所
a
区
役
所
―
階
ロ
ビ
ー

内
容
9

絵
画
/
書
道
/
工
芸
/
手
芸
/
詩
歌
ほ

か

期
限
=
1
1月
1
3日

I
い
ず
れ
も
I

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
障

害
者
の
方

申
込
=
窓
口
ま
た
は
電
話

申
・
問
先
=
障
害
福
祉
計
画
担
当

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
方
へ

亜
子
育
て
講
演
会

日
時
=
H
月
1
3
日
t
、午
前
1
0
時
1
5
分
～

H
時
3
0分

場
所
=

西
保
木
閧
児
童

館

内
容
a
子
育
て
を
楽
し
む
コ
ツ

、

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
つ
か
む
ポ
イ
ン
ト

費
用
―
無
料

申
込
=

電
話

申
・
問

先
=
西
保
木
間
児
童
館

八
3
8
8
4
)
1
1
1
4

・

働
く
親
の
子
育
て
連
続
講
座
H
「
子
育

て
と
歌
と
/
・
お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト

」

日
時
=
1
1
月
7

日
出
、
午
後
2

時
～
3

時
3
0分

場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

対

象
1
主
に
小
学
生
の
父
母
と
、
地
域
で

子
育
て
に
か
か
わ
っ
て
い
る
方

講
師
=

櫺
本
の
ぶ
よ
氏
(
歌
手
)

定
a
=
2
0
0

人

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
―
住
区
推
進
課

圏
劇
団
公
演

日
時
=
1
0
月
3
1
日
出
、午
後
2
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

場
所
‥
1千
住
区
民
ホ
ー

ル

内
容
a
パ
ン
ト
マ
イ
ム
「
ピ
エ
ロ

か
ら
の
贈
り
物
2
」

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
‥
i千

住
児
童
館

　
(
3
8
8
2
)
2
了
6
5

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

凡 例

申
込
…
申
込
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

・

問
先
バ・場
所
パ申
f
t込
み
先
'
問
い
合
わ
せ
先

小
中
学
校
の
催
し

・
区
立
小
学
校
連
合
行
事

▽
連
合
学
芸
会
日
時
=
H
月
1
0
日

㈹
・
1
1
1
1
日
澎
、
午
前
9
時
3
0
分
開
演

▽
連
合
音
楽
会
日
時
=
1
1
1
1
一
月
2
4
日～

2
6日
、
午
前
の
部
9
時
3
0分
開
演

午
後
の
部
O
時
4
5分
間
演

圏
区
立
中
学
校
連
合
行
事

▽
連
合
演
劇
発
表
会

日
時
=
1
1
(月

4
日～
6
日
、
午
前
9
時
3
0
分～
午

後
4
時
▽
連
合
音
楽
会
日
時
=

H
月
1
6
日～
1
8
日
、
午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時
3
0分

i
い
ず
れ
も
I

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル

費
用
―
無
料

問
先
=

学
校
教
育
部
庶
務
課

図書館
貸し出しベスト 10

読 書 の 秋 。 本 選 び に 迷 っ た ら 図 書 館 員 に 声 を か け て く だ さ い

( 区内図書館9 月分)

リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協
力
を

(
1
0月

31
日
～
1
1
月
6
日
)

▽
買
い
物
の
際
に
は
、
買
い
物
袋

を
持
参
す
る

▽
使
い
捨
て
容
器
は

な
る
べ
く
使
わ
な
い

▽
圈
%
再
生

紙
「
み
ど
り
の
夢
2
3」
な
ど
の
再
生

品
を
使
用
す
る

な
ど
、こ
の
機
会

に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
、

身
近
な
こ
と
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

共
催
=
足
立
区
商

店
街
振
興
組
合
運
合
会
。
足
立
区
内

商
店
街
・
会
、
ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
店
「
R
の
お
店
」

問
先
I

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

区
民
事
務
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
封
筒
の

広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す

住
民
票
の
写
し
な
ど
を
お
渡
し
す
る

際
の
サ
ー
ビ
ス
封
筒
の
広
告
を
募
集
し

ま
す
(
5
0万
枚
作
成
)
。

大
き
さ
I
I

枠
、
縦
4
m
X
横
8
m
(
表
に
3
枠
、

裏
に
4
枠
)

基
準
=
区
内
商
工
業
の

発
展
に
期
す
る
も
の
/
政
治
・
宗
教
活

勳
、
意
見
広
告
、
個
人
宣
伝
に
か
か
わ

ら
な
い
も
の
/
公
の
秩
序
、
善
良
な
風

俗
に
反
し
な
い
も
の

費
用
=
―
枠
に

つ
き
表
2
0万
円
、
裏
1
0万
円

申
込
―

直
接
窓
口
へ

期
限
a
1
0月
3
1日

申

・
問
先
1
住
民
記
録
係

掲
示
板

・

日
曜
柔
道
整
復
術

足
立
区
柔
道
接
骨
師
会
で
は

、
日
曜

日
に
持
ち
回
り
で
柔
道
整
復
施
術
を
し

て
い
ま
す
。
実
施
場
所
等
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

問
先
=

足
立
区
柔
道
接
骨
師
会

(
3
8
5
7
)
8
6
8
8

・

芻
「
東
京
ご
み
集
会

」
循
環
型
社
会

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

日
時
=
1
1
E
月
3
日
㈲
、午
前
1
0
時
1
午

後
4
時
場
所
=
東
京
都
庁
舎
前
都
民

広
場
ほ
か
内
容
=
再
生
品
の
展
示
即

売
、環
境
漫
才
、学
習
ツ
ー
ル
で
遊
べ

る
コ
ー
ナ
ー
s
用
=
無
料
問
先
=

都
・
清
掃
局
ご
み
減
量
総
合
対
策
室
広

報
係

　
(
5
3
2
0
)
5
7
1
9

・

高
年
齢
者
の
た
め
の
「
再
就
職
準
偏

講
座
」

日
時
=
1
1
月
1
4
日
出
、午
後
1
時
3
0
分

1
4
時
場
所
=
す
み
だ
産
業
会
館
　

(
錦
糸
町
駅
前
丸
井
デ
パ
ー
ト
9
階
)

対
象
=
お
お
む
ね
5
5
歳
以
上
の
方
内

容
=
講
演
会
、相
談
会
(
仕
事
の
紹
介

は
あ
り
ま
せ
ん
)
定
員
=
川
人
(
先

着
順
)
費
用
=
無
料
申
込
`
話

申
・
問
先
=

日
暮
里
高
年
齢
者
就
業
相

談
所
　
(
3
8
0
1
)
1
9
7
6

・
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ー
フ
ザ
ま
つ
り

日
時
1
1
1
月
6
日
t
・
7
日
出
、
午
前

9
時
～
午
後
9
時
場
所
l
東
京
ウ
ィ

メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ

内
容
=
都
内
女
性
セ

ン
タ
ー
の
活
動
紹
介
、
都
民
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
企
画
な
ど

費
用
=
無
料
(
一
部
有
料
)

問
先
=

諾
東
京
女
性
財
団
支
援
研
究
係

(
5
4
6
7
)
1
7
1
8

・
赤
十
字
奉
仕
団
創
設
5
0周
年
・
青
少

年
赤
十
字
創
設
7
5周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
時
1
1
1月
3
日
聡
、
午
前
1
0時
～
午

後
3
時

場
所
=
東
京
体
育
館

内
容
=

絵
画
展
、
献
血
、
炊
き
出
し
食
の
試

食
、
バ
ザ
ー
等

問
先
1
日
本
赤
十
字

社
東
京
都
支
部
地
域
振
興
課

(
5
2
7
3
)
6
7
4

つ
(

・
都
立
足
立
技
術
専
門
校
・
技
能
祭

日
時
1
1
1月
3
日
㈲
、
午
前
1
0時
～
午

後
3
時

内
容
=
工
作
教
室
、
生
徒
作

品
の
展
示
・
即
売
・
実
演

場
・
問
先
=

都
立
足
立
技
術
専
門
校

(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

㈹

画
綾
瀬
ろ
う
学
校
・
学
校
公
開

日
時
=
1
1
月
1
9
日
宋
、午
前
9
時
～
午

後
o
時
4
0分

内
容
=
授
業
公
開
、
講

演
会

申
込
=
電
話

申
・
問
先
―
都

立
綾
瀬
ろ
う
学
校
・
赤
澤

(
3
6
0
6
)
0
1
2
1

フ

リ
ー

マ
ー
ケ
ッ

ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関

す
る
こ
と
は
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
―

▼
1
1月
2
2日
照

谷
在
家
公
園

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
1
0
0

区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
吉

岡

　
(
3
8
4
3
)
6
1
8
6

▼
1
1月
2
2日
鼎

元
溯
江
公
園

午
前
9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
8
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
高

橋

　
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0
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く
ら

し

の
情
報

国
保

就
職
・
退
職
し
た
ら

手
続
き
を

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
外
国
人

を
含
む
す
べ
て
の
方
は
、
必
ず
公
的
な

健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
動
務
先
の
健
康
保
険
等
(
社
会

保
険
等
)
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で
す

(生
活
保
護
受
給
中
の
方
。
在
留
期
間

が
1
年
未
満
の
外
国
籍
の
方
は
除
く
)
。

圏
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家

族
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
ま
で

(最
長
2
年
)
さ
か
の
ぽ
っ
て
か
か
り

ま
す
が
、
医
療
給
付
は
原
則
と
し
て
さ

か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
。

申
込
=
職
場
の

健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
(
資
格
喪

失
証
明
書
、
離
職
票
、
退
職
証
明
書
な

ど
。や
め
た
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
)
/

届
出
人
の
印
鑑
/
家
族
が
す
で
に
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

は
、
国
民
健
康
保
険
証
/
`
心
歳
未
満
の

方
で
。
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
(
国
民

年
金
を
除
く
)
の
受
給
者
は
、
年
金
証

書
(
年
金
受
給
開
始
時
に
届
い
た
、
被

保
険
者
期
間
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
)
を
窓
口
に
持
参

※
届
出
大
が
代

理
人
(
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外

の
方
)
の
場
合
は
、
保
険
証
は
翌
日
郵

送
と
な
り
ま
す

・
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

園
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
。
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や

め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
会
社
な
ど

か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
加
入
の
連

絡
が
あ
り
ま
せ
ん
。
手
続
き
を
し
な
い

と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ま
ま

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

届
出
=
動

務
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険

証
、
届
出
人
の
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

※
就
職
日
以
降
、
国
民
健
康
保
険
証
は

使
え
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

i
い
ず
れ
も
I

変
更
後
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
先
―
各
区
民
事
務
所

ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
資

格
賦
課
係

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
次
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
ま
す
。病
院
等
に
か
か
る
場
合
。

一
般
加
入
者
が
自
己
負
担
金
3
割
に
対

し
て
、表
2
の
と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。

対
象
=
老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す

る
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
(
国
民

年
金
は
除
く
)
を
受
給
し
て
い
る
7
0歳

未
満
の
方
、お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
方
・
:年
金
加
入
期

間
が
2
0年
以
上
ま
た
は
4
0歳
以
降
1
0年

以
上
あ
り
、
自
分
で
掛
け
金
を
納
め
て

い
た
方
(
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
該
当

者
は
除
く
)

※
參
医
療
証
を
お
持
ち

の
方
で
も
、
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
場

合
は
、
切
り
替
え
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い

申
込
1
年
金
証
書
(
年
金
受

給
開
始
時
に
届
い
た
、
被
保
険
者
期
問

の
記
載
が
あ
る
も
の
)
/
国
民
健
康
保

険
証
/
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

※
年
金

証
書
が
届
い
て
か

ら
、
1
4日
以
内
に

手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い

申
先
=

各
区
民
事
務
所
ま

た
は
国
民
健
康
保

険
課

問
先
=
資

格
賦
課
係

表2　 一 部 負 担 金 割合

保 険 料 は変 わ りま せ ん

傷
害
事
件
や
交
通
事
故
な
ど

第
三
者
に
よ
り
負
傷
・
疾
病

し
た
場
合
は
お
届
け
を

国
保
加
入
者
が
第
三
者
の
故
意
ま
た

は
過
失
に
よ
り
負
傷
・
疾
病
し
た
場
合

の
治
療
費
は
、
加
害
者
の
負
担
で
す
。

し
か
し
、
示
談
や
加
害
者
の
弁
償
が

ま
だ
で
、加
入
者
の
方
が
喧
嘩
や
泥
酔
、

無
免
許
・
飲
酒
運
転
等
に
該
当
す
る
こ

と
が
な
け
れ
ば
届
出
(
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
届
)
を
し
、
国
保
で
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
先
=

保
険
給
付
係

平
成
11

年
4
月
入
園
の

区
立
幼
稚
園
児
募
集

募
集
す
る
園
=
関
屋
幼
稚
園
、
元
宿
幼

稚
園
、
江
北
幼
稚
園
、
大
谷
田
幼
稚
園
、

鹿
浜
幼
稚
園
応
募
資
格
=
区
内
在
住

の
4
歳
児
(
6
年
4
月
2
日～
7
年
4

月
1
日
生
)
、
5
歳
児
(
5
年
4
月
2
日～

6
年
4
月
1
日
生
)
受
付
日
時
=

1
0
月
3
0
日
宙
・
3
1
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分～
4
時
受
付
場
所
=
入
園
希
望
の

各
区
立
幼
稚
園

問
先
り
学
事
係

11月の国民年金の相談と説明会
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談に応じます。

・
n

月
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
月
　

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
H

月
1
1日
か
ら
指
定
の
郵
便
局
の
窓
口

で
支
払
い
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

年
金
証
書
は
1
0月
3
0日
に
発
送
す
る
予

定
で
す
。

持
参
す
る
も
の
1
年
金
証

書
(
緑
色
の
手
帳
)
、
印
鑑
(
代
理
人
の

方
が
受
け
取
る
と
き
は
、
代
理
人
の
印

鑑
も
必
要
)

問
先
=
給
付
係

甍
社
会
保
険
街
頭
相
談

日
時
1
1
1月
5
日
向
・
6
日
啝

午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

場
所
=
竹
ノ
筱
駅

東
口
広
場

※
当
日
は
、
足
立
社
会
保

険
事
務
所
の
年
金
担
当
に
よ
る
個
別
相

談
の
ほ
か
血
圧
測
定
も
行
い
ま
す

問

先
a
推
進
係

旧
債
振
替
制
度
を
11

月
1
日
か
ら
発
足
し
ま
す

区
内
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、「
小
規
模

特
別
資
金
(
旧
債
振
替
)
融
資
制
度
」

を
発
足
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
小
規
模
特
別
資
金

の
申
込
要
件
に
該
当
し
、
か
つ
旧
債

務
が
借
入
れ
か
ら
2
年
以
上
が
経
過

し
て
お
り
、
今
回
の
借
入
れ
に
よ
り

旧
債
務
の
あ
る
金
融
機
関
で
一
括
返

済
で
き
る
こ
と
な
ど
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
中
小
企
業
者
の
方
が
利
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
運
転
資

金
、
設
備
資
金
の
借
入
れ
限
度
額
を

そ
れ
ぞ
れ
、
1
千
万
円
。
2
千
万
円

に
引
き
上
げ
ま
す
。

問
先
=
産
業

振
興
課
融
資
係

税
金

納
税
の
お
し
ら
せ

・
納
税
は
1
1月
2
日
1
0

年

度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第
3
期
分

の
納
期
限
は
1
1月
2
日
で
す
。
早
め

に
お
近
く
の
銀
行
・
郵
便
局
な
ど
の

金
融
機
関
ま
た
は
区
役
所
、
区
民
事

務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

・
特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
夜
間
相

談

平
日
の
昼
間
、
区
役
所
へ
来
庁

が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
納

税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
9
1
0

月
2
9日
巾
、
午
後
5
時
～
8
時

場
所
I
納
税
課
窓
口

-
い
ず
れ
も
I

問
先
=
納
税
第
∵

第
二
係

年
末
調
整
説
明
会

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
の

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
程
等
=

表
3

問
先
=
区
・
特
別
徴
収
係

足
立
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
係

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
係

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

裹3　 年末 調 整 説 明 会会 場

※ い ず れも、 時 間は 午後1 時30 分～4 時
※ 内容 につい て は、 各税 務署 また は 特
別 徴 収係 へお 問い 合わ せく ださ い
※ 車で の来場 はご 遠 慮く ださ い

コ
ン
ポ
ス
ト
化
(
生
ゴ
ミ
処
理
)容
器
を

購
入
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
は
、
生
ゴ
ミ
を

家
庭
で
た
い
肥
に
苳

忿
冫
呉
哂
き
、

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
容
器
の
購
入
費
の
I

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
1
区
内
在

住
の
方

※
購
入
す
る
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
専
門

学
校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

対
象

―
私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
校
ま
た
は

大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
私
立
の
専

修
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定
者
と
同
居

し
て
い
る
保
護
者
/
区
内
に
引
き
続
き
1

年
以
上
居
住
し
、
住
民
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
方
/
平
成
9
年
中
の
年
収
が

次
の
限
度
額
以
下
の
方

▽
給
与
所
得

者
…
支
払
給
与
の
総
額
が
1
千
万
円
以

下

▽
事
業
所
得
者
…
総
所
得
金
額
等

が
嶷
万
円
以
下

※
前
記
条
件
に
あ
て

は
ま
る
場
合
で
も
取
扱
金
融
機
関
の
貸

付
基
準
に
よ
り
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す

融
資
金
額
-
1
0万

円
～
5
0万
円
(
1
万
円
単
位
)

※
た

だ
し
志
望
校
入
学
手
続
き
時
の
最
低
納

付
額
(
授
業
料
・
寄
付
金
は
対
象
外
)

お
よ
び
制
服
代
・
教
科
書
代
(
そ
れ
ぞ

れ
1
0
万
円
、
2
万
円
の
定
額
算
定
)

利
率
1
年
2
,
4
%
返
済
り
融
資
を
受
け

た
日
の
翌
月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均

等
月
賦
償
還
)
取
扱
金
融
機
関
=
足

立
農
業
協
同
組
合
の
本
・
支
店
、
区
内

の
足
立
信
用
金
庫
・
成
和
信
用
金
庫

保
証
1
金
融
機
関
所
定
の
保
証
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
(
保
証
料
は
区
で
負

担
)
。
申
込
期
間
=
1
1
月
2
日
～
1
1
年

2
月
2
6日

※
申
し
込
み
か
ら
融
資
ま

で
約
1
0日
間
か
か
り
ま
す
。
志
望
校
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
早
め
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
す
で
に
入
学
金
等
を
納
入

済
み
の
場
合
は
融
資
で
き
ま
せ
ん

申

・
問
先
9
学
務
課
振
興
係

ひ
ろ

ば

区
民
が
主
催
す
る
事
業
で
す
。
掲
載

内
容
の
責
任
は
当
事
者
間
で
。

―
催
し
物
9

★
足
立
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
バ
ザ
ー

1
1
月
3
日
濁
、
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
バ
ザ
ー
品
の
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
/
小
松

(
3
6
0
5
)
7
3
1
0

★
や
ん
ま
バ
ザ
ー
1
1
月
1
5
日
興
午

前
H
時
～
午
後
2
時
/
竹
の
筱
セ
ン
タ

ー
/
バ
ザ
ー
品
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
/
自
立
セ
ン
タ
ー
足
立

橋
本

(
3
8
5
0
)
2
2
9
9

★
花
畑
共
同
作
業
所
バ
ザ
ー
H

月
1
5

日
日
、
午
前
1
0時
3
0分
I
午
後
2
時
3
0

分
/
城
北
養
護
学
校
/
バ
ザ
ー
品
の
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
/
染
谷

(
3
6
2
0
)
5
7
4
1

★
花
畑
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
第

1
5
回
定
期
コ
ン
サ
ー
ト
1
1
(
月
2
1
日

出
、午
後
2
時
開
演
/
竹
の
褫
セ
ン
タ

ー
/
も
の
の
け
姫
、
た
そ
が
れ
、
ガ
ボ
ッ

ト
風
セ
レ
ナ
ー
デ
ほ
か
/
無
料
/
河
合
　
　
　
　

(
3
8
8
5
)
6
7
1
2

★
ま
あ
る
い
ぐ
る
う
ぷ
パ
ン
作
り
1
1

月
2
1
日
出
、午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
/

エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
2
0
人
/
5
0
0
円
/
保

育
あ
り
(
学
齢
前
1
0
人
ま
で
)
/
小
川
　
　
　
　

(
3
8
9
9
)
了
1
8
2

★
舎
人
公
園
で
遊
ぼ
う
1
0
月
2
5
日

興
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
3
0
分
※

雨
天
の
場
合
は
H
月
1
日
/
ツ
イ
ス
ト

パ
ン
作
り
、和
太
鼓
体
験
、昔
の
遊
び
、

作
ろ
う
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
/
桑
原
　
　
　
　

(
3
8
9
7
)
7
2
9
8

★
混
声
合
唱
団
コ
ー
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
1
0

周
年
記
念
演
奏
会
1
0
月
3
1
日
山
、
午

後
6
時
3
0
分
開
演
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
千
円
/
亀
井
　
　
　
　

(
3
8
9
0
)
5
4
4
7

★
水
墨
画
日
本
画
合
同
作
品
発
表
展
の

作
品
募
集
1
1
年
3
月
1
7
日
～
2
2
日
/

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
を
/
伊
藤

(
3
8
8
3
)
4
6
1
4

―
募

集
=

★
綾
瀬
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
毎
週

金
・
日
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
小

学
5
・
6
年
生
は
日
曜
日
、午
後
6
時
～

7
時
/
綾
瀬
小
学
校
/
月
額
千
5
0
0
円
/

吉
田
　
0
8
0
(
3
1
4
)
4
9
3
3

★
い
き
い
き
ジ
ャ
ズ
ー
リ
ズ
ム
体
操

毎
週
木
曜
日
、午
後
7
時
1
5
分
～
8
時

3
0分
/
千
寿
桜
小
学
校
/
入
会
金
(
6
0

歳
以
上
は
免
除
)
千
円
、I
回
5
0
0円/

運
動
不
足
、
身
体
を
動
か
し
た
い
方
/

中
村

　
(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

★
将
棋
(
棋
好
会
)

毎
週
土
臓
日
・

午
後
6
時
～
9
時
、
第
4
日
曜
日
・
午

前
9
時
～
午
後
5
時
/
佐
野
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
3
ヵ
月
千
円
/
嶋
根

(
3
8
8
5
)
2
1
1
Q
}

★
水
墨
画
(
創
奬
会
)
第
2
・
4
火

曜
日
、午
後
2
時
～
4
時
/
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア
ほ
か
/
3
ヵ
月
5
千
円
/
佐
藤
　
　
　
　

(
3
8
8
4
)
1
8
0
8

★
話
し
方
サ
ー
ク
ル
豊
話
ク
ラ
ブ
第

2
・
4
金
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、
月
額
千
劉
円
/
小
島

(
3
8
9
7
)
7
6
3
6

★
フ
ー
フ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
(
一
フ
ス

テ
ィ
ン
グ
フ
ー
フ
ワ
ー
)
第
3
木
曜
日

と
第
1
土
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
4

時
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
2

千
円
/
森
田

(
3
9
1
4
)
4
8
0
7

★
足
立
水
墨
画
振
興
会
第
2
・
4
火

曜
日
、午
後
1
時
～
4
時
/
生
涯
学
習

館
ほ
か
/
入
会
金
千
沺
円
、
月
額
2
千

円
(
障
害
者
は
半
額
)
/
横
島

(
3
8
5
0
)
2
7
2

了

★
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(
フ
レ
ッ
シ
ュ
)

毎
週
金
曜
日
、午
後
o
時
1
5
分
～
1
時

4
5分
/
舎
人
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金

千
円
、
月
額
2
千
5
0
0円/
初
心
者
、
子

供
連
れ
可
/
佐
藤(

3
8
9
7
)
了
7
4
4

★
楽
舞
(
ラ
ブ
)
健
康
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

第
2
・
4
火
曜
日
、午
後
2
時
～
3
時

3
0分
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
ほ
か
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
3
千
円
/
小
倉

(
3
9
4
1
)
9
2
6
7

寮
掲
載
希
望
の
方
は
広
報
係
ま
で
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常
磐
新
線
荒
川
橋
り
ょ
う

架
設
工
事
始
ま
る

平
成
1
7年
度
の
開
業
を
目
指
し
日
本

鉄
道
建
設
公
団
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て

い
る
常
磐
新
線
の
建
設
工
事
の
う
ち
、

荒
川
橋
り
ょ
う
の
右
岸
(
堤
南
)
の
架

設
工
事
が
昨
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度

も
1
1月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
左
岸
(
堤
北
)
も
始

ま
り
、
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま
す
。

工
事
用
車
両
等
は
、
西
新
井
橋
の
取

付
部
か
ら
河
川
敷
内
に
入
り
、
工
事
現

場
ま
で
河
川
管
理
用
道
路
を
使
用
(
下

図
)
。
工
事
用
通
路
の
主
要
な
場
所
に
は

交
通
整
理
員
を
配
置
し
、
防
護
柵
を
設

け
る
な
ど
河
川
敷
利
用
者
の
安
全
に
は

十
分
配
慮
し
て
工
事
を
行
う
と
し
て
い

ホ
y
。
1
0
年
度
工
事
期
間
=
1
0
年
1
1

月～
1
1
年
5
月
(
完
成
予
定
1
5
年
5
月
)

作
業
時
閧
=
原
則
午
前
8
時～
午
後

6
時

作
業
休
日
=
原
則
日
曜
日

問

先
=
区
・
常
磐
新
線
推
進
主
査

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ま
た
は
公
団
・
東
京
支
社
足
立
鉄
道

建
設
所

豐
(
3
8
8
0
)
9
1
5
1

小・中学 生のいじめ 相談
月 曜日 ～金曜日( 祝日を除<) 、午前9 時～午後4 時30分

3880- 5577 ( 学校教育部指導 室内)

花
だよ り

紫 式 部

秋
か
ら
冬
に
澄
ん
だ
紫
色
の
実
を
小

枝
い
っ
ぱ
い
に
結
ぶ
、優
雅
で
か
わ
い
ら

し
い
植
物
で
す
。
そ
の
秀
美
な
紫
の
実

ゆ
え
に
、
い
に
し
え
の
才
媛
「
紫
式
部
」

の
名
に
由
来
し
て
名
前
が
つ
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。

里
近
い
山
野
に
見
ら
れ
る
落
葉
の
低

木
で
、
葉
は
縁
に
鋸
歯
の
あ
る
楕
円
形

で
対
を
な
し
て
枝
に
つ
き
ま
す
。
6
月

頃
か
ら
葉
の
付
け
根
に
集
団
の
小
さ
な

淡
紫
の
花
が
咲
き
、
秋
に
紫
の
実
を
鈴

な
り
に
つ
け
ま
す
。
実
を
鑑
賞
す
る
庭

木
と
し
て
愛
用
さ
れ
る
代
表
的
な
も
の

の
一
つ
で
す
。

「
め
ぐ
り
渺
ひ
て
見
し
や
そ
れ
と
も

わ
か
ぬ
間
に

雲
隠
れ
に
し
夜
半
の
月

か
な
」
(
新
古
今
集
)

紫
式
部
の
脉
ん
だ
も
の
悲
し
い
和
歌

で
す
が
、
紫
の
美
し
さ
に
め
ぐ
り
逢
い

晩
秋
の
風
情
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

A
公
園
緑
地
課
V

ム
ラ
サ
キ
・
・
・
・
i
f
r
*
'
・
園

・

白
旗
褫
史
跡
公
園
淪
兮
興
叭
聡

柳
原
千
草
園
(
簗
十
陽
な
乙

-
I
ト
'
‘
-
r
4
`
r
ゆ
・
ぱ
1
4
`
X
y
、

☆
公
園
の
ベ
ン
チ
で
読
書
の
秋
み
つ
け

て
く
だ
さ
い

植
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
字
も
あ

り
ま
す
が
、
興
味
あ
る
字
が
多
い

の
で
紹
介
し
て
い
ま
す

ゝ 絵: 山田初江さん( 興野二丁目)

あだちカレンダー11 月
☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

夕焼け放送の時間が変わります
夕焼け放送は、11月から1 月まで、午後4 時になります。

問先一青少年課調整係 　3880- 5111 ㈹
Y. Hi . A280, 000

古紙配合率70% 再生紙を使用しています


